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(57)【要約】
　測定情報を提供するための装置および方法を提供する
。ユーザ機器（ＵＥ）における測定情報を提供するため
の方法は、測定持続時間内にアップリンクデューティ比
を測定することであって、測定持続時間は、ネットワー
クノードからの構成持続時間、デフォルト持続時間、お
よび事前定義された持続時間のうちの１つであることと
、測定持続時間内に測定されたアップリンクデューティ
比に従って、最大アップリンクデューティ比を報告する
ことと、を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測定情報を提供するためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　メモリと、
　トランシーバと、
　前記メモリと前記トランシーバに結合されたプロセッサと、を備え、
　前記プロセッサは、測定持続時間内にアップリンクデューティ比を測定するように構成
され、前記測定持続時間は、ネットワークノードからの構成持続時間、デフォルト持続時
間、および事前定義された持続時間のうちの１つであり、
　前記プロセッサは、前記測定持続時間内に測定されたアップリンクデューティ比に従っ
て、最大アップリンクデューティ比を報告するように、前記トランシーバを制御するよう
に構成される、前記測定情報を提供するためのＵＥ。
【請求項２】
　前記測定することは、実際のアップリンクデューティ比が能力値または前記トランシー
バによって報告された値を超えるか否かを決定することをさらに含む、
　請求項１に記載の測定情報を提供するためのＵＥ。
【請求項３】
　前記能力値はデフォルト値である、
　請求項２に記載の測定情報を提供するためのＵＥ。
【請求項４】
　前記測定持続時間は、ミリ秒、タイムスロット、またはシンボルを単位とした時間であ
る、
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載の測定情報を提供するためのＵＥ。
【請求項５】
　前記測定持続時間は、０．５ミリ秒、１ミリ秒、５ミリ秒、１０ミリ秒、１０ミリ秒超
、１タイムスロット、１０タイムスロット、１０タイムスロット超、７シンボル、７０シ
ンボルまたは７０シンボル超である、
　請求項４に記載の測定情報を提供するためのＵＥ。
【請求項６】
　前記構成持続時間は、セル特定の持続時間またはＵＥ特定の持続時間である、
　請求項１ないし５のいずれか一項に記載の測定情報を提供するためのＵＥ。
【請求項７】
　前記トランシーバが、前記ネットワークノードから前記セル特定の持続時間を示すブロ
ードキャストシグナリングを受信した場合、前記プロセッサは、セル内の別のＵＥと同じ
構成持続時間を使用する、
　請求項６に記載の測定情報を提供するためのＵＥ。
【請求項８】
　前記トランシーバが前記ネットワークノードから前記ＵＥ特定の持続時間を示す無線リ
ソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを受信した場合、前記プロセッサは、セル内の別のＵ
Ｅと異なる構成持続時間を使用する、
　請求項６に記載の測定情報を提供するためのＵＥ。
【請求項９】
　ユーザ機器（ＵＥ）における測定情報を提供するための方法であって、
　測定持続時間内にアップリンクデューティ比を測定することであって、前記測定持続時
間は、ネットワークノードからの構成持続時間、デフォルト持続時間、および事前定義さ
れた持続時間のうちの１つであることと、
　前記測定持続時間内に測定されたアップリンクデューティ比に従って、最大アップリン
クデューティ比を報告することとを含む、前記ＵＥにおける測定情報を提供するための方
法。
【請求項１０】
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　前記測定することは、実際のアップリンクデューティ比が能力値または前記ＵＥによっ
て報告された値を超えるか否かを決定することをさらに含む、
　請求項９に記載のＵＥにおける測定情報を提供するための方法。
【請求項１１】
　前記能力値はデフォルト値である、
　請求項１０に記載のＵＥにおける測定情報を提供するための方法。
【請求項１２】
　前記測定持続時間は、ミリ秒、タイムスロット、またはシンボルを単位とした時間であ
る、
　請求項９ないし１１のいずれか一項に記載のＵＥにおける測定情報を提供するための方
法。
【請求項１３】
　前記測定持続時間は、０．５ミリ秒、１ミリ秒、５ミリ秒、１０ミリ秒、１０ミリ秒超
、１タイムスロット、１０タイムスロット、１０タイムスロット超、７シンボル、７０シ
ンボルまたは７０シンボル超である、
　請求項１２に記載のＵＥにおける測定情報を提供するための方法。
【請求項１４】
　前記構成持続時間は、セル特定の持続時間またはＵＥ特定の持続時間である、
　請求項９ないし１３のいずれか一項に記載のＵＥにおける測定情報を提供するための方
法。
【請求項１５】
　前記ＵＥが前記ネットワークノードから前記セル特定の持続時間を示すブロードキャス
トシグナリングを受信した場合、前記ＵＥは、セル内の別のＵＥと同じ構成持続時間を使
用する、
　請求項１４に記載のＵＥにおける測定情報を提供するための方法。
【請求項１６】
　前記ＵＥが前記ネットワークノードから前記ＵＥ特定の持続時間を示す無線リソース制
御（ＲＲＣ）シグナリングを受信した場合、前記ＵＥは、セル内の別のＵＥと異なる構成
持続時間を使用する、
　請求項１４に記載のＵＥにおける測定情報を提供するための方法。
【請求項１７】
　測定情報を提供するためのネットワークノードであって、
　メモリと、
　トランシーバと、
　前記メモリと前記トランシーバに結合されたプロセッサと、を備え、
　前記プロセッサは、ユーザ機器（ＵＥ）に測定指示を構成するように構成され、前記測
定指示は、測定持続時間内にアップリンクデューティ比を測定するように前記ＵＥに指示
し、前記測定持続時間は、前記プロセッサによる構成持続時間であり、
　前記プロセッサは、前記ＵＥから最大アップリンクデューティ比を受信するように、前
記トランシーバを制御するように構成され、前記最大アップリンクデューティ比は、前記
測定持続時間内に測定されたアップリンクデューティ比に従うものである、前記測定情報
を提供するためのネットワークノード。
【請求項１８】
　前記測定することは、実際のアップリンクデューティ比が能力値または前記ＵＥによっ
て報告された値を超えるか否かを決定することをさらに含む、
　請求項１７に記載の測定情報を提供するためのネットワークノード。
【請求項１９】
　前記能力値はデフォルト値である、
　請求項１８に記載の測定情報を提供するためのネットワークノード。
【請求項２０】
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　前記測定持続時間は、ミリ秒、タイムスロット、またはシンボルを単位とした時間であ
る、
　請求項１７ないし１９のいずれか一項に記載の測定情報を提供するためのネットワーク
ノード。
【請求項２１】
　前記測定持続時間は、０．５ミリ秒、１ミリ秒、５ミリ秒、１０ミリ秒、１０ミリ秒超
、１タイムスロット、１０タイムスロット、１０タイムスロット超、７シンボル、７０シ
ンボルまたは７０シンボル超である、
　請求項２０に記載の測定情報を提供するためのネットワークノード。
【請求項２２】
　前記構成持続時間は、セル特定の持続時間またはＵＥ特定の持続時間である、
　請求項１７ないし２１のいずれか一項に記載の測定情報を提供するためのネットワーク
ノード。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、ブロードキャストシグナリングを使用して、セル内の全てのＵＥに
同じ構成持続時間を構成するように構成される、
　請求項２２に記載の測定情報を提供するためのネットワークノード。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを使用して、セル内の異
なるＵＥに異なる構成持続時間を構成するように構成される、
　請求項２２に記載の測定情報を提供するためのネットワークノード。
【請求項２５】
　ネットワークノードにおける測定情報を提供するための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）に測定指示を構成することであって、前記測定指示は、測定持続時
間内にアップリンクデューティ比を測定するように前記ＵＥに指示し、前記測定持続時間
は、前記ネットワークノードによる構成持続時間であることと、
　前記ＵＥから最大アップリンクデューティ比を受信することであって、前記最大アップ
リンクデューティ比は、前記測定持続時間内に測定されたアップリンクデューティ比に従
うものであることと、を含む、前記ネットワークノードにおける測定情報を提供するため
の方法。
【請求項２６】
　前記測定することは、実際のアップリンクデューティ比が能力値または前記ＵＥによっ
て報告された値を超えるか否かを決定することをさらに含む、
　請求項２５に記載のネットワークノードにおける測定情報を提供するための方法。
【請求項２７】
　前記能力値はデフォルト値である、
　請求項２６に記載のネットワークノードにおける測定情報を提供するための方法。
【請求項２８】
　前記測定持続時間は、ミリ秒、タイムスロット、またはシンボルを単位とした時間であ
る、
　請求項２５ないし２７のいずれか一項に記載のネットワークノードにおける測定情報を
提供するための方法。
【請求項２９】
　前記測定持続時間は、０．５ミリ秒、１ミリ秒、５ミリ秒、１０ミリ秒、１０ミリ秒超
、１タイムスロット、１０タイムスロット、１０タイムスロット超、７シンボル、７０シ
ンボルまたは７０シンボル超である、
　請求項２８に記載のネットワークノードにおける測定情報を提供するための方法。
【請求項３０】
　前記構成持続時間は、セル特定の持続時間またはＵＥ特定の持続時間である、
　請求項２５ないし２９のいずれか一項に記載のネットワークノードにおける測定情報を
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提供するための方法。
【請求項３１】
　ブロードキャストシグナリングを使用して、セル内の全てのＵＥに同じ構成持続時間を
構成することをさらに含む、
　請求項３０に記載のネットワークノードにおける測定情報を提供するための方法。
【請求項３２】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを使用して、セル内の異なるＵＥに異なる構
成持続時間を構成することをさらに含む、
　請求項３０に記載のネットワークノードにおける測定情報を提供するための方法。
【請求項３３】
　命令が記憶された非一時的な機械可読記憶媒体であって、前記命令がコンピュータによ
って実行される時に、前記命令は、請求項９ないし１６のいずれか一項に記載の方法およ
び請求項２５ないし３２のいずれか一項に記載の方法を前記コンピュータに実行させる、
前記非一時的な機械可読記憶媒体。
【請求項３４】
　端末機器であって、プロセッサと、コンピュータプログラムを記憶するように構成され
るメモリと、を備え、前記プロセッサは、前記メモリに記憶された前記コンピュータプロ
グラムを実行して、請求項９ないし１６のいずれか一項に記載の方法を実行するように構
成される、前記端末機器。
【請求項３５】
　ネットワークノードであって、プロセッサと、コンピュータプログラムを記憶するよう
に構成されるメモリと、を備え、前記プロセッサは、前記メモリに記憶されたコンピュー
タプログラムを実行して、請求項２５ないし３２のいずれか一項に記載の方法を実行する
ように構成される、前記ネットワークノード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、通信システム分野に関し、特に、測定情報を提供するための装置および方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハイパワーユーザ機器（ＨＰＵＥ：ｈｉｇｈ　ｐｏｗｅｒ　ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅ
ｎｔ）（例えば、送信電力が２６ｄＢｍ以上である機器など）にとっては、ニューラジオ
（ＮＲ：ｎｅｗ　ｒａｄｉｏ）アップリンク（ＵＬ：ｕｐｌｉｎｋ）／ダウンリンク（Ｄ
Ｌ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ）比の重要性は、比吸収率（ＳＡＲ：ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ａｂｓｏ
ｒｐｔｉｏｎ　ｒａｔｅ）テストに反映される。ＳＡＲテストは、健康と環境の観点から
ＵＥの放射レベルを測定するテストである。ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：ｌ
ｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）では、ＨＰＵＥ携帯電話がＳＡＲテストに合格
できるように保証するために、ＵＬ／ＤＬ比が５０％を超えてはいけない。これは、ＳＡ
Ｒテストでは、２６ｄＢｍの送信電力を有するＨＰＵＥにおける５０％のＵＬ／ＤＬ比が
、通常のＵＥにおける２３ｄＢｍの送信電力での周波数分割複信（ＦＤＤ：ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）に相当するためである。ＬＴＥでは、
ＨＰＵＥの時分割二重化（ＴＤＤ：ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）
ＵＬ／ＤＬ構成への適用性は１から５のみに制限され、これは、現在の第３世代パートナ
ーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）仕様で説明されている。
【０００３】
　しかし、ＮＲにとってはかなり状況が異なる。ＮＲでは、タイムスロットフォーマット
はＬＴＥよりもはるかに柔軟である。
【０００４】
　したがって、ＮＲで測定情報を提供するための装置および方法が必要である。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本開示は、信頼性の高い測定情報を提供するための装置および方法を提案することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の第１態様において、測定情報を提供するためのユーザ機器（ＵＥ）は、メモリ
と、トランシーバと、メモリとトランシーバに結合されたプロセッサと、を備える。プロ
セッサは、測定持続時間内にアップリンクデューティ比を測定するように構成され、測定
持続時間は、ネットワークノードからの構成持続時間、デフォルト持続時間、および事前
定義された持続時間のうちの１つである。プロセッサは、測定持続時間内に測定されたア
ップリンクデューティ比に従って、最大アップリンクデューティ比を報告するようにトラ
ンシーバを制御するように構成される。
【０００７】
　本開示の第２態様において、ユーザ機器における測定情報を提供するための方法は、測
定持続時間内にアップリンクデューティ比を測定することであって、測定持続時間は、ネ
ットワークノードからの構成持続時間、デフォルト持続時間、および事前定義された持続
時間のうちの１つであることと、測定持続時間内に測定されたアップリンクデューティ比
に従って、最大アップリンクデューティ比を報告することと、を含む。
【０００８】
　本開示の第３態様において、測定情報を提供するためのネットワークノードは、メモリ
と、トランシーバと、当該メモリとトランシーバに結合されたプロセッサと、を備える。
プロセッサは、ユーザ機器（ＵＥ）に測定指示を構成するように構成され、当該測定指示
は、測定持続時間内にアップリンクデューティ比を測定するようにＵＥに指示し、当該測
定持続時間は、プロセッサによる構成持続時間である。プロセッサは、ＵＥから最大アッ
プリンクデューティ比を受信するようにトランシーバを制御するように構成され、最大ア
ップリンクデューティ比は、測定持続時間内に測定されたアップリンクデューティ比に従
って得られたものである。
【０００９】
　本開示の第４態様において、ネットワークノードにおける測定情報を提供するための方
法は、ユーザ機器（ＵＥ）に測定指示を構成することであって、当該測定指示は、測定持
続時間内にアップリンクデューティ比を測定するようにＵＥに指示し、当該測定持続時間
は、ネットワークノードによる構成持続時間であることと、ＵＥから最大アップリンクデ
ューティ比を受信することであって、最大アップリンクデューティ比は、測定持続時間内
に測定されたアップリンクデューティ比に従って得られたものであることと、を含む。
【００１０】
　本開示の第５態様において、非一時的な機械可読記憶媒体には、命令が記憶され、当該
命令がコンピュータによって実行される時に、当該命令は、上記の方法をコンピュータに
実行させる。
【００１１】
　本開示の第６態様において、端末機器は、プロセッサと、コンピュータプログラムを記
憶するように構成されるメモリと、を備える。プロセッサは、メモリに記憶されたコンピ
ュータプログラムを実行して、上記の方法を実行するように構成される。
【００１２】
　本開示の第７態様において、ネットワークノードは、プロセッサと、コンピュータプロ
グラムを記憶するように構成されるメモリと、を備える。プロセッサは、メモリに記憶さ
れたコンピュータプログラムを実行して、上記の方法を実行するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
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　本開示の実施例または関連技術をより明確に説明するために、実施例で説明される以下
の図面を簡略的に紹介する。明らかなことは、これらの図面は、本開示のいくつかの実施
例に過ぎず、当業者は創造的な努力なしに、これらの図面に従って他の図面を取得するこ
とができる。
【図１】本開示の実施例による測定情報を提供するためのユーザ機器およびネットワーク
ノードのブロック図である。
【図２】本開示の実施例による、ユーザ機器における測定情報を提供するための方法を示
すフローチャートである。
【図３】本開示の実施例による、ネットワークノードにおける測定情報を提供するための
方法を示すフローチャートである。
【図４】本開示の実施例による無線通信用のシステムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下は、添付図面を参照して、技術的課題、構造的特徴、実現された目的および効果を
通じて本開示の実施例を詳細に説明する。具体的に、本開示の実施例における用語は、特
定の実施例を説明する目的でのみ使用され、本開示を限定するものではない。
【００１５】
　図１は、いくつかの実施例において、本開示の実施例による測定情報を提供するためユ
ーザ機器（ＵＥ）１００およびネットワークノード２０が提供されることを示す。ＵＥ１
０は、プロセッサ１１と、メモリ１２と、トランシーバ１３と、を備えることができる。
ネットワークノード２０は、プロセッサ２１と、メモリ２２と、トランシーバ２３と、を
備えることができる。プロセッサ１１またはプロセッサ２１は、当該具体的な実施形態で
説明される提案された機能、プロセスおよび／または方法を実現するように構成されるこ
とができる。プロセッサ１１またはプロセッサ２１に無線インターフェースプロトコル層
を実装することができる。メモリ１２またはメモリ２２は、プロセッサ１１またはプロセ
ッサ２１と動作可能に結合され、メモリ１２または、メモリ２２は、プロセッサ１１また
はプロセッサ２１を動作させるための様々な情報を記憶する。トランシーバ１３またはト
ランシーバ２３は、プロセッサ１１またはプロセッサ２１と動作可能に結合され、トラン
シーバ１３またはトランシーバ２３は、無線信号を送信および／または受信する。
【００１６】
　プロセッサ１１またはプロセッサ２１は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：ａｐｐｌ
ｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、他のチ
ップセット、論理回路および／またはデータ処理装置を含み得る。メモリ１２またはメモ
リ２２は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ：ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ：ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュ
メモリ、メモリカード、記憶媒体および／または他の記憶装置を含み得る。トランシーバ
１３またはトランシーバ２３は、無線周波数信号を処理するためのベースバンド回路を含
み得る。ソフトウェアで実施例を実現する場合、本明細書で説明される技術は、本明細書
で説明される機能を実行するモジュール（例えば、プロセス、機能など）によって実現す
ることができる。これらのモジュールは、メモリ１２またはメモリ２２に記憶され、プロ
セッサ１１またはプロセッサ２１によって実行されることができる。メモリ１２またはメ
モリ２２を、プロセッサ１１またはプロセッサ２１内、またはプロセッサ１１またはプロ
セッサ２１の外部に実装することができ、プロセッサ１１またはプロセッサ２１の外部に
実装する場合、メモリ１２またはメモリ２２を、本分野で周知されている様々な方式でプ
ロセッサ１１またはプロセッサ２１に通信可能に結合することができる。
【００１７】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：３ｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　
ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ）のリリース１４、１５およびそれ以降で開発
されたサイドシンク（ｓｉｄｅｌｉｎｋ）技術によれば、ＵＥ間の通信は、車両対モノ（
Ｖ２Ｘ：ｖｅｈｉｃｌｅ－ｔｏ－ｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇ）通信に関し、当該Ｖ２Ｘ通信は
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、車両間（Ｖ２Ｖ：ｖｅｈｉｃｌｅ－ｔｏ－ｖｅｈｉｃｌｅ）通信、車両対歩行者（Ｖ２
Ｐ：ｖｅｈｉｃｌｅ－ｔｏ－ｐｅｄｅｓｔｒｉａｎ）通信および車両対インフラ／ネット
ワーク（Ｖ２Ｉ／Ｎ：ｖｅｈｉｃｌｅ－ｔｏ－ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ／ｎｅｔｗ
ｏｒｋ）通信を含む。ＵＥは、ＰＣ５インターフェースなどのサイドリンク（ｓｉｄｅｌ
ｉｎｋ）インターフェースを介して直接互いに通信する。
【００１８】
　いくつかの実施例において、プロセッサ１１は、測定持続時間内にアップリンクデュー
ティ比を測定するように構成される。測定持続時間は、ネットワークノード２０からの構
成持続時間、デフォルト持続時間、および事前定義された持続時間のうちの１つである。
プロセッサ１１は、測定持続時間内に測定されたアップリンクデューティ比に従って、最
大アップリンクデューティ比を報告するようにトランシーバ１３を制御するように構成さ
れる。
【００１９】
　いくつかの実施例において、当該測定することは、実際のアップリンクデューティ比が
能力値またはトランシーバ１３によって報告された値を超えるか否かを決定することをさ
らに含む。具体的に、能力値は、５０％などのデフォルト値であってもよい。
【００２０】
　いくつかの実施例において、測定持続時間は、ミリ秒、タイムスロット、またはシンボ
ルを単位とした時間である。具体的に、測定持続時間は、０．５ミリ秒、１ミリ秒、５ミ
リ秒、１０ミリ秒、１０ミリ秒超、１タイムスロット、１０タイムスロット、１０タイム
スロット超、７シンボル、７０シンボルまたは７０シンボル超であり得る。
【００２１】
　いくつかの実施例において、構成持続時間は、セル特定の持続時間またはＵＥ特定の持
続時間である。いくつかの実施例において、トランシーバ１３が、ネットワークノード２
０からセル特定の持続時間を示すブロードキャストシグナリングを受信した場合、プロセ
ッサ１１は、セル内の別のＵＥと同じ構成持続時間を使用する。いくつかの実施例におい
て、トランシーバ１３が、ネットワークノード２０からＵＥ特定の持続時間を示す無線リ
ソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを受信した場合、プロセッサ１１は、セル内の別のＵ
Ｅと異なる構成持続時間を使用する。
【００２２】
　いくつかの実施例において、プロセッサ２１は、ユーザ機器（ＵＥ）１０に測定指示を
構成するように構成される。当該測定指示は、測定持続時間内にアップリンクデューティ
比を測定するようにＵＥ　１０に指示し、当該測定持続時間は、プロセッサ２１による構
成持続時間である。プロセッサ２１は、ＵＥ１０から最大アップリンクデューティ比を受
信するようにトランシーバ２３を制御するように構成される。最大アップリンクデューテ
ィ比は、測定持続時間内に測定されたアップリンクデューティ比に従うものである。
【００２３】
　いくつかの実施例において、当該測定することは、実際のアップリンクデューティ比が
能力値またはＵＥ１０によって報告された値を超えるか否かを決定することをさらに含む
。具体的に、能力値は、５０％などのデフォルト値であってもよい。
【００２４】
　いくつかの実施例において、測定持続時間は、ミリ秒、タイムスロット、またはシンボ
ルを単位とした時間である。具体的に、測定持続時間は、０．５ミリ秒、１ミリ秒、５ミ
リ秒、１０ミリ秒、１０ミリ秒超、１タイムスロット、１０タイムスロット、１０タイム
スロット超、７シンボル、７０シンボルまたは７０シンボル超であり得る。
【００２５】
　いくつかの実施例において、構成持続時間は、セル特定の持続時間またはＵＥ特定の持
続時間である。いくつかの実施例において、プロセッサ２１は、ブロードキャストシグナ
リングを使用して、セル内の全てのＵＥに同じ構成持続時間を構成するように構成される
。いくつかの実施例において、プロセッサ２１は、無線リソース制御（ｒａｄｉｏ　ｒｅ
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ｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ、ＲＲＣ）シグナリングを使用して、セル内の異なるＵＥ
に異なる構成持続時間を構成するように構成される。
【００２６】
　図２は、本開示の実施例による、ユーザ機器における測定情報を提供するための方法２
００を示す。当該方法２００は、測定持続時間内にアップリンクデューティ比を測定する
ステップであって、測定持続時間は、ネットワークノードからの構成持続時間、デフォル
ト持続時間、および事前定義された持続時間のうちの１つであるステップ２０２と、測定
持続時間内に測定されたアップリンクデューティ比に従って、最大アップリンクデューテ
ィ比を報告するステップ２０４と、を含む。
【００２７】
　いくつかの実施例において、当該測定することは、実際のアップリンクデューティ比が
能力値またはＵＥ１０によって報告された値を超えるか否かを決定することをさらに含む
。具体的に、能力値は、５０％などのデフォルト値であってもよい。
【００２８】
　いくつかの実施例において、測定持続時間は、ミリ秒、タイムスロット、またはシンボ
ルを単位とした時間である。具体的に、測定持続時間は、０．５ミリ秒、１ミリ秒、５ミ
リ秒、１０ミリ秒、１０ミリ秒超、１タイムスロット、１０タイムスロット、１０タイム
スロット超、７シンボル、７０シンボルまたは７０シンボル超であり得る。
【００２９】
　いくつかの実施例において、構成持続時間は、セル特定の持続時間またはＵＥ特定の持
続時間である。いくつかの実施例において、ＵＥ１０が、ネットワークノード２０からセ
ル特定の持続時間を示すブロードキャストシグナリングを受信した場合、ＵＥ１０は、セ
ル内の別のＵＥと同じ構成持続時間を使用する。いくつかの実施例において、ＵＥ１０が
、ネットワークノード２０からＵＥ特定の持続時間を示す無線リソース制御（ＲＲＣ）シ
グナリングを受信した場合、ＵＥ１０は、セル内の別のＵＥと異なる構成持続時間を使用
する。
【００３０】
　図３は、本開示の実施例による、ネットワークノードにおける測定情報を提供するため
の方法３００を示す。当該方法３００は、ユーザ機器（ＵＥ）に測定指示を構成するステ
ップであって、当該測定指示は、測定持続時間内にアップリンクデューティ比を測定する
ようにＵＥに指示し、当該測定持続時間は、ネットワークノードによる構成持続時間であ
るステップ３０２と、ＵＥから最大アップリンクデューティ比を受信するステップであっ
て、最大アップリンクデューティ比は、測定持続時間内に測定されたアップリンクデュー
ティ比に従うものであるステップ３０４と、を含む。
【００３１】
　いくつかの実施例において、当該測定することは、実際のアップリンクデューティ比が
能力値またはＵＥ１０によって報告された値を超えるか否かを決定することをさらに含む
。具体的に、能力値は、５０％などのデフォルト値であってもよい。
【００３２】
　いくつかの実施例において、測定持続時間は、ミリ秒、タイムスロット、またはシンボ
ルを単位とした時間である。具体的に、測定持続時間は、０．５ミリ秒、１ミリ秒、５ミ
リ秒、１０ミリ秒、１０ミリ秒超、１タイムスロット、１０タイムスロット、１０タイム
スロット超、７シンボル、７０シンボルまたは７０シンボル超であり得る。
【００３３】
　いくつかの実施例において、構成持続時間は、セル特定の持続時間またはＵＥ特定の持
続時間である。いくつかの実施例において、当該方法３００は、ブロードキャストシグナ
リングを使用して、セル内の全てのＵＥに同じ構成持続時間を構成することをさらに含む
。いくつかの実施例において、当該方法３００は、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリ
ングを使用して、セル内の異なるＵＥに異なる構成持続時間を構成することをさらに含む
。



(10) JP 2021-522708 A 2021.8.30

10

20

30

40

50

【００３４】
　いくつかの実施例において、先行技術の問題を解決するために、実施例による解決策は
、ＵＥ１０は、自身が受け入れることができる最大アップリンク（ＵＬ）デューティ比を
報告することを可能にする。当該報告によれば、ＵＥ１０は上記の測定持続時間内でＵＬ
デューティ比を測定する必要かある。
【００３５】
　いくつかの実施例において、ネットワークは、正確な測定持続時間を構成し、当該測定
持続時間内で、ＵＥ１０は（例えば、ハイパワーユーザ機器（ＨＰＵＥ）など）、実際の
ＵＬデューティ比が能力値（５０％などのデフォルト値）またはＵＥ１０によって報告さ
れた値を超えるか否かを測定する。当該構成された持続時間は、ミリ秒を単位とすること
ができ、例えば、０．５ミリ秒、１ミリ秒、５ミリ秒、１０ミリ秒またはそれ以上なとで
あることができる。あるいは、タイムスロットまたはシンボルを単位とすることもできる
。例えば、持続時間は、１タイムスロット、１０タイムスロットまたはそれ以上のタイム
スロットであってもよいし、７シンボル、７シンボルまたはそれ以上のシンボルであって
もよい。
【００３６】
　いくつかの実施例において、ネットワークノード２０は、セル特定の方式で測定持続時
間を構成することができ、つまり、ネットワークノード２０は、ブロードキャストシグナ
リングを使用して、セル内の全てのＨＰＵＥを同じ値に構成する。ネットワークノード２
０はまた、ＵＥ特定の方式で測定持続時間を構成することができ、つまり、ＲＲＣシグナ
リングなどを使用して、セル内の異なるＨＰＵＥが異なる測定持続時間を有するように構
成することができる。
【００３７】
　いくつかの実施例において、ネットワークノード２０が測定持続時間を構成しない場合
、デフォルト値または３ＧＰＰ仕様で事前定義された値がある可能性がある。
【００３８】
　いくつかの実施例において、ネットワークノード２０がそのような測定持続時間を構成
できる場合、ネットワークノード２０は、測定持続時間を柔軟に構成することができる。
例えば、ネットワークノード２０がタイムスロットフォーマットを頻繁に変更しない場合
、ネットワークノード２０は、ＨＰＵＥに対して短い（例えば、１ミリ秒など）持続時間
を構成することができ、これにより、ＵＥ側でのスケジューリングに関する小さな情報の
バッファリングを容易にする。ネットワークノード２０がタイムスロットフォーマットを
頻繁に変更する場合、特に、ネットワークノード２０がＵＬデューティ比を劇的に変更す
る場合、ネットワークノード２０は、より長い持続時間（例えば、１００ミリ秒またはそ
れ以上）を構成することができ、これにより、ネットワークノード２０に、より高いスケ
ジューリングの柔軟性を与えることができる。
【００３９】
　図４は、本開示の実施例による無線通信のために使用される例示的なシステム７００の
ブロック図である。任意の適切に構成されたハードウェアおよび／またはソフトウェアを
使用して本明細書で説明される実施例をシステムに実装させることができる。図４はシス
テム７００を示しており、当該システム７００は、少なくとも図示のように互いに結合さ
れた無線周波数（ＲＦ：ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）回路７１０、ベースバンド回
路７２０、アプリケーション回路７３０、メモリ／ストレージ７４０、ディスプレイ７５
０、カメラ７６０、センサ７７０および入力／出力（Ｉ／Ｏ：ｉｎｐｕｔ／ｏｕｔｐｕｔ
）インターフェース７８０を含む。
【００４０】
　アプリケーション回路７３０は、１つまたは複数のシングルコアまたはマルチコアプロ
セッサなどであるがこれらに限定されない回路を含み得る。ン回路７３０は、１つまたは
複数のシングルコアまたはマルチコアプロセッサなどであるがこれらに限定されない回路
を含み得る。プロセッサは、汎用プロセッサおよび専用プロセッサ（例えば、グラフィッ
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クプロセッサ、アプリケーションプロセッサなど）の任意の組み合せを含むことができる
。プロセッサは、メモリ／ストレージと結合されることができ、プロセッサは、メモリ／
ストレージに記憶された命令を実行して、様々なアプリケーションおよび／またはオペレ
ーティングシステムがシステム上で実行できるように構成される。
【００４１】
　ベースバンド回路７２０は、１つまたは複数のシングルコアまたはマルチコアプロセッ
サなどであるがこれらに限定されない回路を含み得る。プロセッサは、ベースバンドプロ
セッサを含むことができる。ベースバンド回路は、ＲＦ回路を介して１つまたは複数の無
線ネットワークとの通信を可能にする様々な無線制御機能を処理することができる。無線
制御機能は、信号変調、エンコード、デコード、無線周波数シフトなどを含み得るが、こ
れらに限定されない。いくつかの実施例において、ベースバンド回路は、１つまたは複数
の無線技術と互換性のある通信を提供することができる。例えば、いくつかの実施例にお
いて、ベースバンド回路は、進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（ＥＵＴ
ＲＡＮ：ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　
ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）および／または他のワイヤレスメトロポリタンエリアネ
ットワーク（ＷＭＡＮ：ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　ａｒｅａ　ｎｅ
ｔｗｏｒｋｓ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ：ｗｉｒｅｌｅｓｓ
　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク
（ＷＰＡＮ：ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｐｅｒｓｏｎａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）との通
信をサポートすることができる。ここで、ベースバンド回路が２つ以上の無線プロトコル
の無線通信をサポートするように構成されている実施形態は、マルチモードベースバンド
回路と呼ばれることができる。
【００４２】
　様々な実施例において、ベースバンド回路７２０は、厳密にベースバンド周波数にある
と見なされない信号で動作する回路を含むことができる。例えば、いくつかの実施例にお
いて、ベースバンド回路は、中間周波数を有する信号で動作する回路を含むことができ、
当該中間周波数は、ベースバンド周波数と無線周波数との間にある。
【００４３】
　ＲＦ回路７１０は、非固体媒体を介して変調された電磁放射を使用する無線ネットワー
クとの通信を可能にすることができる。様々な実施例において、ＲＦ回路は、無線ネット
ワークとの通信を容易にするために、スイッチ、フィルタ、増幅器などを含むことができ
る。
【００４４】
　様々な実施例において、ＲＦ回路７１０は、厳密に無線周波数にあると見なされない信
号で動作する回路を含むことができる。例えば、いくつかの実施例において、ＲＦ回路は
、中間周波数を有する信号で動作する回路を含むことができ、当該中間周波数は、ベース
バンド周波数と無線周波数との間にある。
【００４５】
　様々な実施例において、ユーザ機器、ｅＮＢまたはｇＮＢに関して上記で説明した送信
機回路、制御回路または受信機回路は、ＲＦ回路、ベースバンド回路および／またはアプ
リケーション回路のうちの１つまたは複数で完全にまたは部分的に実施され得る。本明細
書で使用される「回路」とは、１つまたは複数のソフトウェアまたはファームウェアプロ
グラムを実行するための特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、電子回路、プロセッサ（共
有、専用またはグループ）および／またはメモリ（共有、専用またはグループ）、論理回
路組み合わせおよび／または説明された機能を提供する他の適切なハードウェアコンポー
ネント、またはこれらの一部、またはこれらを含むものを指し得る。いくつかの実施例に
おいて、電子機器回路は、１つまたは複数のソフトウェアまたはファームウェアモジュー
ルで実現でき、または回路に関する機能は、１つまたは複数のソフトウェアまたはファー
ムウェアモジュールによって実現されることができる。
【００４６】
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　いくつかの実施例において、ベースバンド回路、アプリケーション回路および／または
メモリ／ストレージの構成要素の一部または全ては、システムオンチップ（ＳＯＣ：ｓｙ
ｓｔｅｍ　ｏｎ　ａ　ｃｈｉｐ）で一緒に実現されてもよい。
【００４７】
　メモリ／ストレージ７４０は、例えば、システムのためのデータおよび／または命令な
どをロードおよび記憶するために使用されることができる。一実施例におけるメモリ／ス
トレージは、適切な揮発性メモリ（ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ：ｄ
ｙｎａｍｉｃ　ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）など）および／または不揮
発性メモリ（フラッシュメモリなど）の任意の組み合わせを含むことができる。
【００４８】
　様々な実施例において、Ｉ／Ｏインターフェース７８０は、システムとのユーザの対話
を可能にするように設計された１つまたは複数のユーザインターフェースおよび／または
システムとの対話を可能にするように設計された周辺コンポーネントインターフェースを
含むことができる。ユーザインターフェースは、物理的なキーボードまたはキーパット、
タッチパッド、スピーカ、マイクなどを含んでもよいが、これらに限定されない。周辺コ
ンポーネントインターフェースは、非揮発性メモリポート、汎用シリアルバス（ＵＳＢ：
ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｓｅｒｉａｌ　ｂｕｓ）ポート、オーディオジャックおよび電源イ
ンターフェースを含んでもよいが、これらに限定されない。
【００４９】
　様々な実施例において、センサ７７０は、システムに関する環境条件および／または位
置情報を決定するために、１つまたは複数の感知機器を含むことができる。いくつかの実
施例において、センサは、ジャイロセンサ、加速度計、近接センサ、環境光センサおよび
ポジショニングユニットを含んでもよいが、これらに限定されない。ポジショニングユニ
ットは、さらに、ポジショニングネットワークのコンポーネント（例えば、グローバルポ
ジショニングシステム（ＧＰＳ：ｇｌｏｂａｌ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ
）衛星など）と通信するために、ベースバンド回路および／またはＲＦ回路の一部、また
はベースバンド回路および／またはＲＦ回路の相互作用であり得る。
【００５０】
　様々な実施例において、ディスプレイ７５０は、液晶ディスプレイおよびタッチスクリ
ーンディスプレイなどのディスプレイを含むことができる。各実施例において、システム
７００は、例えば、ラップトップコンピューティング機器、タブレットコンピューティン
グ機器、ネットブック、ウルトラブック、スマートフォンなどであるがこれらに限定され
ないモバイルコンピューティング機器であり得る。各実施例において、システムは、より
多いまたはより少ないコンポーネントおよび／または異なるアーキテクチャを有してもよ
い。適切な場合、本明細書で説明される方法は、コンピュータプログラムとして実現され
ることができる。前記コンピュータプログラムは、非一時的記憶媒体などの記憶媒体に記
憶されてもよい。
【００５１】
　本開示の実施例において、高い信頼性を提供することができる測定情報を提供するため
の装置および方法を提供する。本開示の実施例は、最終製品を作成するために３ＧＰＰ仕
様で採用することができる技術／プロセスの組み合わせである。
【００５２】
　当業者は、本開示の実施例で説明および開示されたユニット、アルゴリズムおよびステ
ップは、電子ハードウェア、またはコンピュータに使用されるソフトウェアおよび電子ハ
ードウェアの組み合せによって実現されることを理解されたい。これらの機能がハードウ
ェアで実行されるかソフトウェアで実行されるかは、技術的解決策の特定の適用条件およ
び設計要件に依存する。
【００５３】
　当業者は、異なる方式を使用して各特定応用の機能を実現することができ、このような
実現は本開示の範囲を超えてはならない。当業者は、前記システム、装置およびユニット
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ユニットの作業プロセスを参照することができることを理解されたい。説明の便宜上およ
び簡潔のために、これらの作業プロセスについては再び詳細に説明されない。
【００５４】
　他の方式を使用して本開示の実施例に開示されたシステム、機器およびユニットを実現
できることを理解されたい。上記した実施例は単なる例示である。ユニットの分割は、単
に論理機能に基づき、実現中には他の分割も存在する。複数のユニットまたはコンポーネ
ントは、他のシステムに組み合わせまたは統合されることができる。特定の機能を省略ま
たはスキップすることもできる。一方、示されたまたは説明した相互結合、直接結合、ま
たは通信結合は、電気的、機械的、または他の形の一部のポート、デバイスまたはユニッ
トを介して間接的にまたは通信的に動作する。
【００５５】
　説明に使用される分離コンポーネントとしてのユニットは、物理的に分離されるか、分
離されない。表示するために使用されるユニットは、物理ユニットであり、または物理ユ
ニットではない、即ち、１つの位置に配置され、または複数のネットワークユニットに分
散される。ユニットの一部または全部は、実施例の目的に応じて使用される。さらに、各
実施例における各機能ユニットは、１つの物理的に独立した処理ユニットまたは２つ以上
のユニットを有する１つの処理ユニットに統合されてもよい。
【００５６】
　ソフトウェア機能ユニットが製品として実装、使用または販売される場合、前記ソフト
ウェア機能ユニットをコンピュータの読み取り可能記憶媒体に記憶することができる。こ
のような理解に基づいて、本開示で提供された技術的解決案は、本質でまたは一部的は、
ソフトウェア製品の形で実装される。あるいは、従来の技術に有益な技術的解決案の一部
は、ソフトウェア製品の形で実装されることができる。コンピュータにおけるソフトウェ
ア製品は記憶媒体に記憶され、前記ソフトウェア製品は、本開示の実施例に開示されたス
テップの全てまたは一部に使用される複数の命令である。前記記憶媒体は、ＵＳＢディス
ク、モバイルハードディスク、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）、フロッピーディスクまたはプログラムコードを記憶することができる他の媒
体を含む。
【００５７】
　本開示は、最も実用的および好ましい実施例と考えられるものを組み合わせて説明した
が、本開示は開示された実施例に限定されず、添付の特許請求の範囲の最も広い解釈から
逸脱しない範囲で実装された各レイアウトをカバーすることを意図することを理解された
い。
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